
している。人権相談で虐待等人権侵害の疑い
のある事案を認知した場合は、人権侵犯事件
として調査を行い、事案に応じて、人権侵害
による被害の救済・予防のための適切な措置
を講じている。
　保健所、医療機関、教育委員会、特別支援
学校、ハローワーク、ボランティア団体等に
おいても、相談支援が行われている。

エ　矯正施設入所者
　障害等により自立が困難な矯正施設入所者
について、出所後直ちに福祉サービスを受け
られるようにするため、刑務所等の社会福祉
士等を活用した相談支援体制を整備するとと
もに、「地域生活定着支援センター」を全国
の各都道府県に整備した。同センターは、矯
正施設、保護観察所並びに地域の関係機関及
び団体と連携して、社会復帰の支援を行って
いる。
　また、帰住先が確定しないなどの理由によ
り出所後直ちに福祉による支援が困難な者に
ついて、更生保護施設への受入れを促進し、
福祉への移行準備及び自立した日常生活のた
めの訓練等を実施している。

（４）権利擁護の推進

ア　成年後見制度等
　認知症の人、知的障害のある人、精神障害
のある人など、判断能力の不十分な人々を保
護し支援するための新たな公示制度である成
年後見登記制度に関し、証明書の交付につい
ては、全国の法務局・地方法務局で実施され
ている。
　成年後見制度及び成年後見登記制度の周知
を図るため、パンフレットの配布や法務省の
ホームページへのＱ＆Ａの掲載などを行って
いる。また、障害福祉サービスを利用し又は
利用しようとする重度の知的障害のある人又
は精神障害のある人であり、助成を受けなけ

れば成年後見制度の利用が困難であると認め
られる場合に、申立てに要する経費及び後見
人等の報酬の全部又は一部について補助を行
うため、成年後見制度利用支援事業を実施し
ており、平成24年度から市町村地域生活支援
事業の必須事業に位置付けている。
　平成26年４月１日現在で1,360市町村（78％）
が実施しており、今後とも本事業の周知を図
ることとしている。
　また、「障害者総合支援法」では、平成25
年度から、後見、保佐及び補助の業務を適正
に行うことができる人材の育成及び活用を図
るための研修を行う事業について、成年後見
制度法人後見支援事業を地域生活支援事業と
して市町村の必須事業として位置づけたほ
か、指定障害福祉サービス事業者等の責務と
して、障害者等の意思決定の支援に配慮し、
常に障害者の立場に立ってサービス等の提供
を行うことを義務づけている。
　日常生活自立支援事業は、認知症高齢者、
知的障害のある人、精神障害のある人等のう
ち判断能力が十分でない人々が、地域におい
て自立した生活を送ることを支援するため、
福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理
に関する援助等を行う事業として、都道府県・
指定都市社会福祉協議会を実施主体とし、事
業の一部を委託された市区町村社会福祉協議
会等により実施されている。本人からの申請
は少なく、周囲の専門職等が必要と判断して
利用に至る場合が多いことが特徴である。利
用者の判断能力の低下等により、成年後見制
度へ移行する者が増加しており、単身世帯の
増加により、成年後見制度への移行のための
支援も必要とされている。平成25年４月から
平成26年３月までの実施状況は、本事業に関
する相談件数が延べ1,472,472件、本事業の利
用契約を締結したものが11,513人（平成26年
３月末現在の本事業の実利用者数は43,632
人）となっており、今後とも本事業の一層の
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定着を図ることとしている。
　（なお、財産管理については、後述の「３．
経済的自立の支援（２）個人財産の適切な管
理の支援」を参照。）

イ　消費者としての障害者
　高齢者及び障害者の消費者トラブルの防止
等を目的とし、障害者団体のほか高齢者団体・
福祉関係者団体・消費者団体、行政機関等を
構成員とする「高齢消費者・障害消費者見守
りネットワーク連絡協議会」を平成19年から
開催し、消費者トラブルに関して情報を共有
するとともに、悪質商法の新たな手口や対処
の方法などの情報提供等を行う仕組みの構築
を図ってきた。
　平成26年６月に開催した「第10回高齢消費
者・障害消費者見守りネットワーク連絡協議
会」では、「高齢者、障害者の消費者トラブ
ル防止のため積極的な情報発信を行う」、「多
様な主体が緊密に連携して、消費者トラブル

の防止や「見守り」に取り組む」等を申し合
わせた。また、構成員に平成26年３月に作成
した障害者等の消費者トラブル防止のための
見守りの担い手向け視聴覚教材（字幕あり）
の周知を行なうとともに、視覚障害者団体か
らの要望もあり、平成26年版消費者白書概要
版のデイジー版を作成し、全国の点字図書館
等に配布した。国民生活センターでは、障害
のある人やその周りの人々に悪質商法の手口
やワンポイントアドバイス等をメールマガジ
ンや同センターホームページで伝える「見守
り新鮮情報」の発行、消費者問題等の知識を
障害のある人やその周りの人々に直接伝える
「消費者問題出前講座」の実施などにより、
障害のある人の見守り支援を行った。
　なお、悪質な手口により消費者被害にあっ
た等として、全国の消費生活センターや国民
生活センターなどに寄せられた「認知症高齢
者、障害のある人等の相談件数」は、平成16
年度以降毎年１万件を超えている。

■図表６-７　成年後見制度利用支援事業

資料：厚生労働省
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